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１．組織の概要、対象範囲

１．組織の概要

１） 名称及び代表者名
株式会社　鈴鈑工業
代表取締役社長　鈴木　爾

２） 所在地
本社大和工場 神奈川県大和市柳橋5-7-6
本社大和工場 倉庫1 神奈川県大和市柳橋5-6-2 中村工場4号室
本社大和工場 倉庫2 神奈川県大和市柳橋5-6-1 北嶋工場2号室
群馬工場 群馬県邑楽郡邑楽町石内422-4

３）
責任者
担当者 営業技術部課長　室宮　良典
電子メール　ｙ_muromiya@suzuban.com

４）

金属加工品の製造、販売

５） 事業の規模
事業年度 6月～5月

単位 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
売上高 億円 5.1 5.4 4.8 4.0 4.7
従業員 人 41 47 43 44 41

延べ床面積 ㎡ 703.91 703.91 703.91 813.17 892.66

２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

１） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

２） 活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

３）  レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

1

　

事業活動内容

環境管理の責任者及び担当者連絡先
専務取締役　鈴木　淳 TEL：046-267-1177

TEL：046-267-1177



　

　

2　実施体制

環境経営システム実施体制図

代表者

代表取締役　 　鈴木　爾

環境管理責任者

専務取締役 　鈴木　淳

EA２１事務局

事務局担当者 室宮　良典

群馬工場部門 大和工場部門

部門管理者 部門管理者

飯野　英俊　　　　関口　新悟 小山　敏夫　　　　室宮　良典(兼任）

従業員　　14　　名 従業員　　　27　名

役割、責任及び権限表

対象者 役割、責任・権限

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

　・効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め、全従業員に周知する。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する。

　・環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う。

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括
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　・環境管理責任者の補佐及び部門管理者の補佐

　・EA21活動に関する事務

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

EA21事務局

部門管理者

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案



３．環境経営方針

① 生産設備、付帯設備機器の省エネ化により電気使用量に数値目標を定め削減に努めます。

② ガソリン・軽油の使用量に数値目標を定め削減に努めます。

取組み、自らが設定した数値目標を達成します。

［　環境経営への取組の基本的方向　］

3． 水使用量の削減

① 事業所内の水使用量の削減に努めます。

の追求』『生産性・品質・原価・納期・安全・士気・環境の優位性』『社員力量の向上』『技術力の

独創性』『社会的責任遂行』を企業理念とし、この企業理念を基礎に環境経営を実行します。

［　環境経営の指針　］

当社は、企業理念を踏まえ、製造業として環境負荷の少ない事業活動、環境に配慮した製品提供

、計画（P）・実行（D）・評価（C）・改善（A)サイクルを基本とした継続的な環境改善活動に積極的に

③ その他,化石燃料使用量削減に努めます。

2．廃棄物排出量の削減

① 事業所から発生する一般廃棄物及び産業廃棄物の削減に努めます。

② 資源の有効利用とリサイクルを推進します。

1． 二酸化炭素排出量の削減 (重点課題）

環 境 経 営 方 針

[　企 業 理 念　]

株式会社鈴鈑工業は、「会社は人で成る」をスローガンに掲げ、『法令遵守の責務』『顧客満足

6．環境関連法令の遵守に努めます。

4． 自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

①製品の品質向上・効率向上に努めます。

5． 化学物質の適正管理に努めます。

3

　　代表取締役　　鈴木　爾

　制定：2019年1月31日

この環境経営方針は、全従業員に周知すると共に、一般にも公開します。

　　株式会社　鈴鈑工業



基準値

2020年度（一般廃棄
物・産業廃棄物を除く） 2021年度 2022年度 2023年度

売上高（万円） 25940

電力原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

4.7500 0.474

㎏-CO2/万円 （東電）

ガソリン原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.2670 2.32

㎏-CO2/万円

軽油原単位　 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.7170 2.58

㎏-CO2/万円

LPG原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.0084 3.00

㎏-CO2/万円

灯油原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.0246 2.49

㎏-CO2/万円

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 ㎏-CO2/万円 3 ％削減

5.7670

kg-CO2／万円

廃棄物排出量(2018～
2021年度平均）

2018・2019・2020
年度平均に対し 2 ％削減

2018・2019・2020
年度平均に対し 3 ％削減

2018・2019・2020
年度平均に対し 4 ％削減

659

kg／年

廃棄物排出量(2018～
2021年度平均）

2018・2019・2020
年度平均に対し 2 ％削除

2018・2019・2020
年度平均に対し 3 ％削除

2018・2019・2020
年度平均に対し 4 ％削除

3,350

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

204.0

㎥／年

化学物質保管量

0

kg／年

不良率 基準値に対し 1 ％改善 基準値に対し 2 ％改善 基準値に対し 3 ％改善

0.53

％／年

※年度表記は6月～5月の会計年度と同一期間を適用した。

※一般廃棄物排出量・産業廃棄物排出量は2018・2019・2020・2021年度の平均を基準値にする。

※原単位を環境経営目標と設定。CO2排出量を目標から外す。

1）電力使
用

量の削減
4.7025 4.6550 4.6075

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

㎏-CO2/万円

合計CO2

原単位
（ｋｇ-CO2/

万円）

0.2643 0.2617 0.2590

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.0082 0.0081

0.7098

0.0083

4-1　環境経営目標

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

CO2
換算係数

年　度　目　標

原単位指標 28800 28800 28800

2021年度 環境経営目標設定表(本社大和工場）

3,250 3,216

0.7027 0.6955

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

3,283

5.7093 5.6516 5.5939

0.0243 0.0241 0.0238

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

㎏-CO2/万円

646 639 633

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下

産業廃棄
物排出量
の削減
（有価物
は除く） kg／年以上 kg／年以上 kg／年以上

0.514

4‐1

0.525 0.519

199.9 197.9 195.83 水使用量の削減

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃
料

使用量
の削減

㎏-CO2/万円

※二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO2/kWhを適用した。

4
化学物質の適正管

理
化学物質の適正管理 化学物質の適正管理 化学物質の適正管理

5
Ｍ社の不良率の削

減
％以下 ％以下 ％以下

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄
物排出量
の削減

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下



基準値

2020年度（一般廃棄
物・産業廃棄物を除く） 2021年度 2022年度 2023年度

売上高（万円） 14681

電力原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

3.2360 0.474

㎏-CO2/万円 （東電）

ガソリン原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.5270 2.32

㎏-CO2/万円

軽油原単位　 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.3100 2.58

㎏-CO2/万円

LPG原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.0086 3.00

㎏-CO2/万円

灯油原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.0264 2.49

㎏-CO2/万円

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 ㎏-CO2/万円 3 ％削減

4.1080

kg-CO2／万円

廃棄物排出量(2018～
2021年度平均）

2018・2019・2020
年度平均に対し 2 ％削減

2018・2019・2020
年度平均に対し 3 ％削減

2018・2019・2020
年度平均に対し 4 ％削減

1,318

kg／年

廃棄物排出量(2018～
2021年度平均）

2018・2019・2020
年度平均に対し 2 ％削除

2018・2019・2020
年度平均に対し 3 ％削除

2018・2019・2020
年度平均に対し 4 ％削除

3,392

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

105

㎥／年

化学物質保管量

0

kg／年

不良率 基準値に対し 1 ％改善 基準値に対し 2 ％改善 基準値に対し 3 ％改善

0.53

％／年

※年度表記は6月～5月の会計年度と同一期間を適用した。

※一般廃棄物排出量・産業廃棄物排出量は2018・2019・2020・2021年度の平均を基準値にする。

※原単位を環境経営目標と設定。CO2排出量を目標から外す。

4-2　環境経営目標

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

CO2
換算係数

年　度　目　標

原単位指標 16800 16800 16800

2021年度 環境経営目標設定表(群馬工場）

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.00844 0.00835

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.3069 0.3038 0.3007

0.0261 0.0259 0.0256

1,292 1,278 1,265

4.0669 4.0259 3.9848

3,290 3,256

102.9 101.9

0.525 0.519 0.514

4‐2

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃
料

使用量
の削減

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

合計CO2

原単位
（ｋｇ-CO2/

万円） kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.00852

㎏-CO2/万円

1）電力使
用

量の削減
3.2036 3.1713 3.1389

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.5217 0.5165 0.5112

kg／年以上 kg／年以上 kg／年以上

3,324

5
Ｍ社の不良率の削

減
％以下 ％以下 ％以下

100.8

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄
物排出量
の削減

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

産業廃棄
物排出量
の削減
（有価物
は除く）

※二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO2/kWhを適用した。

3 水使用量の削減

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

4
化学物質の適正管

理
化学物質の適正管理 化学物質の適正管理 化学物質の適正管理



基準値

2020年度（一般廃棄
物・産業廃棄物を除く） 2021年度 2022年度

売上高（万円） 40621

電力原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

4.2010 0.474

㎏-CO2/万円 （東電）

ガソリン原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.3610 2.32

㎏-CO2/万円

軽油原単位　 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.5700 2.58

㎏-CO2/万円

LPG原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.0085 3.00

㎏-CO2/万円

灯油原単位 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.0253 2.49

kg-CO2／万円

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 ㎏-CO2/万円 3 ％削減

5.166

kg-CO2／万円

廃棄物排出量(2018～
2021年度平均）

2018・2019・2020
年度平均に対し 2 ％削減

2018・2019・2020
年度平均に対し 3 ％削減

2018・2019・2020
年度平均に対し 4 ％削減

1,977

kg／年

廃棄物排出量(2018～
2020年度平均）

2018・2019・2020
年度平均に対し 2 ％削除

2018・2019・2020
年度平均に対し 3 ％削除

2018・2019・2020
年度平均に対し 4 ％削除

6,740

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

309

㎥／年

化学物質保管量

0

kg／年

不良率 基準値に対し 1 ％改善 基準値に対し 2 ％改善 基準値に対し 3 ％改善

0.53

％／年

※年度表記は6月～5月の会計年度と同一期間を適用した。

※一般廃棄物排出量・産業廃棄物排出量は2018・2019・2020・2021年度の平均を基準値にする。

※原単位を環境経営目標と設定。CO2排出量を目標から外す。

4‐3

296.6

6,605

4-3　環境経営目標

2021年度 環境経営目標設定表(全社）

原単位指標 45600 45600 45600

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

CO2
換算係数

年　度　目　標

2023年度

1
二酸化炭
素排出量
の削減

2）化石燃
料

使用量
の削減

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

合計CO2

原単位
（ｋｇ-CO2/

万円）

1）電力使
用

量の削減
4.1590 4.1170 4.0750

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.3574 0.3538 0.3502

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

0.0084 0.0083 0.0082

0.5643 0.5586

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下

0.5529

㎏-CO2/万円

5.114 5.062 5.011

㎏-CO2/万円

0.0250 0.0248 0.0245

㎏-CO2/万円

㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円 ㎏-CO2/万円

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄
物排出量
の削減

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

産業廃棄
物排出量
の削減
（有価物
は除く） kg／年以上 kg／年以上 kg／年以上

1,937 1,918 1,898

6,538 6,470

5
Ｍ社の不良率の削

減
％以下 ％以下 ％以下

※二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO2/kWhを適用した。

3 水使用量の削減

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

4
化学物質の適正管

理
化学物質の適正管理 化学物質の適正管理 化学物質の適正管理

302.8 299.7

0.525 0.519 0.514



責任部門

責任者

①作業時間の短縮（効率的な作業）

②2Dレーザー加工機→メンテナンス

営業技術部

室宮

⑤エアー漏れチェック

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示によりガソリン 営業技術部

使用量の数字の報告（現状の把握） 室宮

①スケジュール運行（2ヶ月間のスケジュール表を作成）

②エコドライブの実践（車内に掲示）

③2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により軽油 営業技術部

使用量の数字の報告（現状の把握） 室宮

④フォークリフト・トラック→メンテナンス

①湯沸かし器の点検（1F)

②夏場の湯沸かし器の使用を控える 営業技術部

室宮

①灯油ストーブとエアコンの平行使用

営業技術部

室宮

営業技術部

室宮

①シュレッター排紙のリサイクル化の徹底

②廃棄物の分別管理の徹底（再資源化しやすくする。）

営業技術部

室宮

①パイプ・アングル材の寸法カット注文

②廃棄物の分別管理の徹底 製造管理部

③端材材料分別の徹底 小山

営業技術部

室宮

製造管理部

小山

③期末に保管量・使用量を把握する

①丁寧なつぶし込み

②出口検査の根本的改善 総合管理部

③予防措置の投資 蓬生

2
廃棄物
排出量
の削減

一般廃棄物
排出量
の削減

（左記達成手段全て）

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万

円）

5.709　（2021年度目標値）

（左記達成手段全て）

産業廃棄物排
出量の削減
（有価物は除

く）

（左記達成手段全て）

水使用量の削減

（左記達成手段全て）①節水の意識を高める

（左記達成手段全て）

化石燃料
使用量
の削減

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

L
P
G

（左記達成手段全て）

灯
油

（左記達成手段全て）

電力使用
量の削減

③不要照明の消灯

④2〜3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により電気使用量の

数字の報告（現状の把握）

5-1

①適正維持の徹底

（消防法に則った保管管理）

②新規の購入はしない
4 化学物質の適正管理

（左記達成手段全て）

5 M社の不良率の削減

（左記達成手段全て）

3

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

CO2総量計

（kg-CO2）

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

目標達成手段
スケジュール

2021年6月～2022年5月

5-1　環境経営計画

2021年度 環境経営計画（本社大和工場） 



責任部門

責任者

製造管理部

飯野

関口

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②移動を集約し消費削減する

製造管理部

飯野

関口

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②移動を集約し消費削減する

③フォークリフト・トラック→メンテナンス 製造管理部

飯野

関口

①夏場の湯沸かし器の使用を控える

②温度設定を低くする 製造管理部

飯野

①灯油ストーブとエアコンの平行使用 製造管理部

飯野

関口

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

関口

製造管理部

飯野

関口

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

総合管理部

蓬生

（本社大和工場）

①ケミーライトは購入しない

5 M社の不良率の削減

①丁寧なつぶし込み

②出口検査の根本的改善 （左記達成手段全て）

③予防措置の投資

スケジュール

2021年6月～2022年5月

①廃棄物の分別管理の徹底

③不要照明の消灯

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

目標達成手段

5-2　環境経営計画

2021年度 環境経営計画（群馬工場） 

（左記達成手段全て）

化石燃料
使用量
の削減

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

L
P
G

（左記達成手段全て）

灯
油

（左記達成手段全て）

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

電力使用
量の削減

①2Dレーザー加工機・コンプレッサー→メンテナンス

②フィルターの清掃

④エアー漏れをなくす

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万
円）

　4.066 （2021年度目標値）

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

①コピ－用紙の裏面の積極的な利用

②資源ごみの分別の徹底

1
二酸化炭
素排出量
の削減

CO2総量計

（kg-CO2）

②端材材料分別の徹底

（左記達成手段全て）

4 化学物質の適正管理

（左記達成手段全て）

①節水の意識を高める

3 水使用量の削減



責任部門

責任者

本社大和工場営業技術部

室宮

群馬工場製造管理部

飯野

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示によりガソリン本社大和工場営業技術部

使用量の数字の報告（現状の把握） 室宮

③移動を集約し消費量を削減に努める 群馬工場製造管理部

飯野

①スケジュール運行（2ヶ月間のスケジュール表を作成）

②エコドライブの実践（車内に掲示） 本社大和工場営業技術部

③2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により軽油 室宮

使用量の数字の報告（現状の把握） 群馬工場製造管理部

④移動を集約し消費量を削減に努める 飯野

⑤フォークリフト・トラック→メンテナンス

①湯沸かし器の点検（1F) 本社大和工場営業技術部

②夏場の湯沸かし器の使用を控える 室宮

③温度設定を低くする 群馬工場製造管理部

飯野

①灯油ストーブとエアコンの平行使用 本社大和工場営業技術部

室宮

群馬工場製造管理部

飯野

本社大和工場営業技術部

室宮

本社大和工場営業技術部

室宮

群馬工場製造管理部

飯野

本社大和工場製造管理部

小山

群馬工場製造管理部

飯野

本社大和工場営業技術部

室宮

群馬工場製造管理部

飯野

本社大和工場製造管理部

小山

群馬工場製造管理部

飯野

本社大和工場総合管理部

蓬生

5-3

①作業時間の短縮（効率的な作業）

2021年度 環境経営計画（全工場） 

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

目標達成手段
スケジュール

2021年6月～2022年5月

②廃棄物の分別管理の徹底（再資源化しやす

くする。）

②2Dレーザー加工機・コンプレッサー→メンテナンス

③不要照明の消灯

②新規の購入はしない

灯
油

（左記達成手段全て）

CO2総量計

（kg-CO2） （左記達成手段全て）

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万

円）

　5.114 （2021年度目標値）

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

（左記達成手段全て）

産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

（左記達成手段全て）

1

5-3　環境経営計画

①適正維持の徹底

（消防法に則った保管管理）

③端材材料分別の徹底

①節水の意識を高める

③コピ－用紙の裏面の積極的な利用

①パイプ・アングル材の寸法カット注文

②廃棄物の分別管理の徹底

①シュレッター排紙のリサイクル化の徹底

L
P
G

（左記達成手段全て）

二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用
量の削減

（左記達成手段全て）

⑥エアー漏れをなくす　⑦フィルターの清掃

化石燃料
使用量
の削減

④2〜3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により電気使用量の

数字の報告（現状の把握）

⑤エアー漏れチェック

ガ
ソ
リ
ン

（左記達成手段全て）

軽
油 （左記達成手段全て）

3 水使用量の削減

（左記達成手段全て）

4 化学物質の適正管理

（左記達成手段全て）

③期末に保管量・使用量を把握する

④ケミーライトは購入しない

5 M社の不良率の削減

①丁寧なつぶし込み （左記達成手段全て）

②出口検査の根本的改善

③予防措置の投資



6-1　環境経営目標の実績

基準値

 2020 年度

売上高 25923

電力原単位 基準値に対し 1 ％削減

4.7500 0.474

kg-CO2／万円 （東電）

ガソリン原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.2670 2.320

kg-CO2／万円

軽油原単位　 基準値に対し 1 ％削減

0.7170 2.58

kg-CO2／万円

LPG原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.0084 3.00

kg-CO2／万円

灯油原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.0246 2.49

kg-CO2／万円

基準値に対し 1 ％削減

5.7670

kg-CO2／万円

149511

kg-CO3／年

廃棄物排出量
2018・2019・2020年
度平均に対し 2 ％削減

658

kg／年

廃棄物排出量
2018・2019・2020年
度平均に対し 2 ％削減

3,350

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

204

㎥／年

化学物質保管量

0

％

年間不良率 基準値に対し 1 ％改善

0.53

％／年

2
廃棄物排出量

の削減

産業廃棄物排出量
の削減（有価物は

除く）

一般廃棄物
排出量
の削減

3 水使用量の削減

実績

※原単位を環境経営目標と設定。CO2排出量を目標から外す。

※化学物質の適正管理の基準値は年度初めの化学物質の保管量（残量）とする。

実績

×199.9 255.0

㎥／年 ㎥／年

※環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、+5%未満でほぼ達成「△」、+5%以上で未達成「×」と評価する。

※年度表記は6月～5月の会計年度と同一期間を適用した。

○0.525 0.310

6-1

％／年 ％／年

4 化学物質の適正管理

保管量 期末保管量

×0.0 14.2

％／3ヶ月以上 kg／年

5 M社の不良率の削減

※二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO2/kWhを適用した。

※一般廃棄物排出量・産業廃棄物排出量は2018・2019・2020年度の平均を基準値にする。

2021年度　 経営環境目標の実績（本社大和工場）

Ｎｏ
環境経営

方針項目など
環境経営
目標項目

CO2
換算係数

運用期間（2021年6月～2022年5月）

目　標 実　績 評　価

原単位指標 28800 32276 ○

電力使用
量の削減

実績

○4.7025 3.6986

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

1
二酸化炭素排
出量の削減

化石燃料
使用量
の削減

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万円）

○

kg-CO2／万円以下

CO2総量計

（kg-CO2）

kg-CO2／万円

実績

5.7093

実績

○0.0083 0.0065

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

実績

○0.7098

実績

○0.2643 0.1742

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

0.5993

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

0.0243

実績

0.0159

kg-CO2／年

○

kg-CO2／万円以下

4.4945

○3,283 2,700

kg／年 kg／年

実績

○645 70

kg／年 kg／年

実績



6-2　環境経営目標の実績

基準値

 2020 年度

売上高 14,698

電力原単位 基準値に対し 1 ％削減

3.2360 0.474

kg-CO2／万円 （東電）

ガソリン原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.5270 2.320

kg-CO2／万円

軽油原単位　 基準値に対し 1 ％削減

0.3100 2.58

kg-CO2／万円

LPG原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.0086 3.00

kg-CO2／万円

灯油原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.0264 2.49

kg-CO2／万円

基準値に対し 1 ％削減

4.1080

kg-CO2／万円

60380

kg-CO3／年

廃棄物排出量
2018・2019・2020年
度平均に対し 2 ％削減

1,318

kg／年

廃棄物排出量
2018・2019・2020年
度平均に対し 2 ％削減

3,392

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

105

㎥／年

化学物質保管量

0

％

年間不良率 基準値に対し 2 ％改善

0.53

％／年

一般廃棄物
排出量
の削減

実績

×
3,324 9,820

kg／年

産業廃棄物排出量
の削減（有価物は除

く）

保管量

5 M社の不良率の削減

実績

○0.525 0.310

％／年 ％／年

％／3ヶ月以上 kg／年

kg／年

2
廃棄物排出量の

削減

6-2

3 水使用量の削減

実績

○102.9 95.0

㎥／年 ㎥／年

4 化学物質の適正管理

期末保管量

○

※二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO2/kWhを適用した。

※年度表記は6月～5月の会計年度と同一期間を適用した。

※原単位を環境経営目標と設定。CO2排出量を目標から外す。

※一般廃棄物排出量・産業廃棄物排出量は2018・2019・2020年度の平均を基準値にする。

※化学物質の適正管理の基準値は年度初めの化学物質の保管量（残量）とする。

※環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、+5%未満でほぼ達成「△」、+5%以上で未達成「×」と評価する。

0.0 0

kg-CO2／年

実績

00.0261

×
1,292 1,370

kg／年 kg／年

実績

○

kg-CO2／万円以下

×

kg-CO2／万円以下

実績

4.0669 4.6460

kg-CO2／万円

2021年度　 経営環境目標の実績（群馬工場）

Ｎｏ
環境経営

方針項目など
環境経営
目標項目

CO2
換算係数

運用期間（2021年6月～2022年5月）

目　標 実　績 評　価

原単位指標 16800 15925 ×

電力使用
量の削減

実績

×3.2036 3.6654

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

1
二酸化炭素排出

量の削減

化石燃料
使用量
の削減

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万円）

CO2総量計

（kg-CO2）

実績

○0.5217 0.4769

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

実績

×0.3069 0.4966

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

実績

○0.0085 0.0070

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年



6-3　環境経営目標の実績

基準値

 2020 年度

売上高 40,621

電力原単位 基準値に対し 1 ％削減

4.2010 0.474

kg-CO2／万円 （東電）

ガソリン原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.3610 2.320

kg-CO2／万円

軽油原単位　 基準値に対し 1 ％削減

0.5700 2.58

kg-CO2／万円

LPG原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.0085 3.00

kg-CO2／万円

灯油原単位 基準値に対し 1 ％削減

0.0253 2.49

kg-CO2／万円

基準値に対し 1 ％削減

5.166

kg-CO2／万円

209830

kg-CO3／年

廃棄物排出量
2018・2019・2020年
度平均に対し 2 ％削減

1,977

kg／年

廃棄物排出量
2018・2019・2020年
度平均に対し 2 ％削減

6,740

kg／年

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減

309

㎥／年

化学物質保管量

0

kg／年

年間不良率 基準値に対し 1 ％改善

0.53

％／年

kg／年 kg／年

実績

2
廃棄物排出量の

削減

産業廃棄物排出量
の削減（有価物は除

く）

保管量

12,520

kg／年 kg／年

1

化石燃料
使用量
の削減

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万円）

CO2総量計

（kg-CO2）

0.0106

kg-CO2／年

5 M社の不良率の削減

実績

○0.525 0.310

％／年 ％／年

kg／年 kg／年

○
1,937 1,439

一般廃棄物
排出量
の削減

実績

×6,605

6-3

3 水使用量の削減

実績

×302.8 350.0

㎥／年 ㎥／年

4 化学物質の適正管理

期末保管量

×0 14.2

※年度表記は6月～5月の会計年度と同一期間を適用した。

※原単位を環境経営目標と設定。CO2排出量を目標から外す。

※化学物質の適正管理の基準値は年度初めの化学物質の保管量（残量）とする。

※二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO2/kWhを適用した。

※環境経営目標項目は、実績が目標値以下で達成「〇」、+5%未満でほぼ達成「△」、+5%以上で未達成「×」と評価する。

※一般廃棄物排出量・産業廃棄物排出量は2018・2019・2020年度の平均を基準値にする。

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

○0.0084 0.0067

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

実績

実績

△0.5643 0.5654

○

kg-CO2／万円以下

○

kg-CO2／万円以下

実績

2021年度　 経営環境目標の実績（全工場）

電力使用
量の削減

実績

○4.1590

○0.3574 0.2742

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

3.6876

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／年

実績

二酸化炭素排出
量の削減

kg-CO2／万円

実績

5.114 4.545

0.0250

Ｎｏ
環境経営

方針項目など
環境経営
目標項目

CO2
換算係数

運用期間（2021年6月～2022年5月）

目　標 実　績 評　価

原単位指標 45000 48201 ○



７.a　環境経営計画に基づき実施した取組内容

責任部門

責任者

営業技術部

室宮

⑤エアー漏れチェック

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示によりガソリン

使用量の数字の報告（現状の把握） 営業技術部

室宮

①スケジュール運行（2ヶ月間のスケジュール表を作成）

②エコドライブの実践（車内に掲示）

③2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により軽油 営業技術部

使用量の数字の報告（現状の把握） 室宮

④フォークリフト・トラック→メンテナンス

①湯沸かし器の点検（1F)

②夏場の湯沸かし器の使用を控える 営業技術部

室宮

①灯油ストーブとエアコンの平行使用

営業技術部

室宮

営業技術部

室宮

営業技術部

室宮

製造管理部

小山

営業技術部

室宮

営業技術部

室宮

総合管理部

蓬生

②出口検査の根本的改善

③予防措置の投資

7-1

5 M社の不良率の削減

①丁寧なつぶし込み

1年間通して目標に掲げた3項
目を継続しました。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

4 化学物質の適正管理

①適正維持の徹底（消防法に則った保管管理）
②の項目の「新規の購入はし
ない」は達成できませんでし
た。

新規購入をしまし
た。
✕

②新規の購入はしない

③期末に保管量・使用量を把握する

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める

意識は高くなっている。

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

①シュレッター排紙のリサイクル化の徹底

①②の項目について実行しまし
た。

産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

①パイプ・アングル材の寸法カット注文

①～③までの項目について
実行しました。

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

②廃棄物の分別管理の徹底

4.494

化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

①②の項目について実行しまし
た。今年度も数値の報告の回覧
板は皆さんよく見ていました。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

軽
油

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

②廃棄物の分別管理の徹底（再資源化しやすくする。）

Ｌ
Ｐ
Ｇ

①②の項目について実行しまし
た。

③端材材料分別の徹底

③不要照明の消灯

④2〜3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により電気使用量の

数字の報告（現状の把握）

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

①～⑤までの項目について実行
しました。③の不要照明の消灯
は目立って実行していました。④
の報告の回覧板はよく皆さん見
ていました。

７.b　環境経営計画の取組結果とその評価　　　　　（本社大和工場）

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

目標達成手段 評価実施した取組内容

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

1
二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用
量の削減

①作業時間の短縮（効率的な作業）

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

②2Dレーザー加工機→メンテナンス

①～④でまでの項目について実
行しました。今年度も数値の報告
の回覧板は皆さんよく見ていまし
た。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

CO2総量計〔灯油

含む〕（kg-CO2） 145,066
CO2原単位目標の5.709に対して
実績4.494と目標達成 〇CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円）

①の項目について実行しました。
灯
油



７.a　環境経営計画に基づき実施した取組内容

責任部門

責任者

製造管理部

飯野

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②移動を集約し消費量を削減に努める

製造管理部

飯野

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②移動を集約し消費量を削減に努める

③フォークリフト・トラック→メンテナンス 製造管理部

飯野

①夏場の湯沸かし器の使用を控える

②温度設定を低くする 製造管理部

飯野

①灯油ストーブとエアコンの平行使用

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

製造管理部

飯野

総合管理部

蓬生

（本社大和工場）
5 M社の不良率の削減

①丁寧なつぶし込み

1年間通して目標に掲げ
た3項目を継続しました。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

③予防措置の投資

7-2

②出口検査の根本的改善

4 化学物質の適正管理

①ケミーライトは購入しない
ケミーライトは購入してま
せん。

新規購入はして
ません

〇

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

①コピ－用紙の裏面の積極的な利用

①②でまでの項目につい
て実行しました。

産業廃棄物排
出量の削減
（有価物は除

く）

①廃棄物の分別管理の徹底
①②でまでの項目につい
て実行しました。

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める

意識は高くなっている。

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

目標達成手段を実
施しましたが目標達
成には至らず。○

②端材材料分別の徹底

CO2総量計〔灯

油含む〕（kg-
CO2）

73,987 CO2原単位目標の4.066
に対して実績4.645と目標
達成できませんでした。 〇CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円） 4.645

目標達成手段を
実施しましたが

目標達成には至
らず。○

②資源ごみの分別の徹底

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

軽
油

目標達成手段を
実施しましたが

目標達成には至
らず。○

Ｌ
Ｐ
Ｇ

①②の項目について実行
しました。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

③不要照明の消灯

④エアー漏れをなくす

目標達成手段を
実施しましたが

目標達成には至
らず。○

②フィルターの清掃

７.b　環境経営計画の取組結果とその評価　　　　　（群馬工場）

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

目標達成手段 実施した取組内容 評価

1
二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用
量の削減

①2Dレーザー加工機・コンプレッサー

①～④でまでの項目につ
いて実行しました。

　→メンテナンス

①～③でまでの項目につ
いて実行しました。化石燃料

使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

①②の項目について実行
しました。

灯
油

①の項目について実行し
ました。



７.a　環境経営計画に基づき実施した取組内容

責任部門

責任者

営業技術部

室宮

製造管理部

④2〜3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により電気使用量の 飯野

①エコドライブの実践（車内に掲示） 営業技術部

②2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示によりガソリン 室宮

使用量の数字の報告（現状の把握） 製造管理部

③移動を集約し消費量を削減に努める 飯野

①スケジュール運行（2ヶ月間のスケジュール表を作成） 営業技術部

②エコドライブの実践（車内に掲示） 室宮

③2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により軽油 製造管理部

使用量の数字の報告（現状の把握） 飯野

④移動を集約し消費量を削減に努める

⑤フォークリフト・トラック→メンテナンス

①湯沸かし器の点検（1F) 営業技術部 

②夏場の湯沸かし器の使用を控える 室宮

③温度設定を低くする 製造管理部

飯野

①灯油ストーブとエアコンの平行使用 営業技術部 

室宮

製造管理部

飯野

営業技術部

室宮

製造管理部

飯野

営業技術部

室宮

製造管理部

飯野

製造管理部　小山

製造管理部　飯野

営業技術部　室宮

製造管理部　飯野

製造管理部

小山

製造管理部

飯野

総合管理部

蓬生

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

①～⑤でまでの項目について
実行しました。今年度も数値
の報告の回覧板は皆さんよく
見ていました。

①～③でまでの項目について
実行しました。

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

灯
油

目標達成手段を実
施し目標を達成し

た。
〇

①の項目について実行しまし
た。

②出口検査の根本的改善

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

〇

①〜③までの項目は適切に
実行しました。本社大和工場・
群馬工場とも紙に対する意識
が向上した。

④ケミーライトは購入しない

②新規の購入はしない

1年間通して目標に掲げた3項
目を継続しました。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

②の項目「新規の購入はしな
い」は達成できませんでした。
①③④については実行しまし
た。

新規購入をしまし
た。　　　　　　　　〇

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

意識は高くなっている。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

①～③でまでの項目について
実行しました。

CO2原単位目標の5.114に対して
実績4.545と目標達成

実施した取組内容 評価

①～③でまでの項目について
実行しました。今年度も数値
の報告の回覧板は皆さんよく
見ていました。

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

目標達成手段を
実施し目標を達

成した。
〇

①～⑥までの項目について
実行しました。本社大和工場
では③の不要照明の消灯は
よく実行していました。

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

目標達成手段

②2Dレーザー加工機・コンプレッサー→メンテナンス

③不要照明の消灯

数字の報告（現状の把握）

⑥エアー漏れをなくす

1
二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用
量の削減

化石燃料
使用量
の削減

①作業時間の短縮（効率的な作業）

ガ
ソ
リ
ン

CO2総量計〔灯油

含む〕（kg-CO2） 219,052

軽
油

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円） 4.545

⑤エアー漏れチェック

Ｌ
Ｐ
Ｇ

水使用量の削減

①節水の意識を高める

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

①シュレッター排紙のリサイクル化の徹底

②廃棄物の分別管理の徹底（再資源化しやすくする。）

③コピ－用紙の裏面の積極的な利用

産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

①パイプ・アングル材の寸法カット注文

②廃棄物の分別管理の徹底

③端材材料分別の徹底

７.b　環境経営計画の取組結果とその評価　　　　　（全工場）

5 M社の不良率の削減

7-3

①丁寧なつぶし込み

③予防措置の投資

4 化学物質の適正管理

①適正維持の徹底（消防法に則った保管管理）

③期末に保管量・使用量を把握する

3



責任部門

責任者

本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

室宮

kg-CO2/万円

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示によりガソリン

使用量の数字の報告（現状の把握） 本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

0.1723 室宮

kg-CO2/万円

①スケジュール運行（2ヶ月間のスケジュール表を作成）

②エコドライブの実践（車内に掲示）

③2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により軽油 本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

0.5930 使用量の数字の報告（現状の把握） 室宮

kg-CO2/万円 ④フォークリフト・トラック→メンテナンス

LPG原単位 ①湯沸かし器の点検（1F) 本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

0.00646 ②夏場の湯沸かし器の使用を控える 室宮

kg-CO2/万円

灯油原単位 ①灯油は購入しません(使用しません）

0.0157 本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

kg-CO2/万円 室宮

本社大和工場営業技術部

4.4495 室宮

（kg-CO2/万円）

本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

501.5 室宮

Kg

廃棄物排出量 （左記達成手段全て）

3,231 本社大和工場製造管理部　

Kg 小山

水使用量 本社大和工場営業技術部 （左記達成手段全て）

249.9 室宮

㎥

本社大和工場製造管理部　 （左記達成手段全て）

小山

③期末に保管量・使用量を把握する

不良率

0.304 本社大和工場総合管理部 （左記達成手段全て）

％以下 蓬生

8‐1

②新規の購入はしない

5 M社の不良率の削減

①丁寧なつぶし込み

②出口検査の根本的改善

③予防措置の投資

4 化学物質の適正管理
化学物質の
適正管理

①適正維持の徹底

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める

（消防法に則った保管管理）

産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円）

一般廃棄物
排出量
の削減

廃棄物排出量

④板材主要頻度が少ない材料は使用寸法での注文

②廃棄物の分別管理の徹底（再資源化しやす

くする。）

③端材材料分別の徹底

①パイプ・アングル材の寸法カット注文

②廃棄物の分別管理の徹底

1
二酸化炭
素排出量
の削減

ガソリン原単
位

3.6620

化石燃料
使用量
の削減

電力使用
量の削減

電力原単位

※二酸化炭素の排出削減は2021年度から原単位を環境経営目標にいたします。

8　次年度の環境経営目標と環境経営計画

2022年度 ８-1．次年度の環境経営目標と環境経営計画（本社大和工場）

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

環境経営目
標

目標達成手段
スケジュール

2022年6月～2023年5月

軽油原単位

軽
油

2
廃棄物排
出量の削

減

⑤エアー漏れチェック

①作業時間の短縮（効率的な作業）

②2Dレーザー加工機→メンテナンス

⑥2Dレーザー加工機の電源は使用時のみ立ち上げる

①シュレッター排紙のリサイクル化の徹底

Ｌ
Ｐ
Ｇ

ガ
ソ
リ
ン

③不要照明の消灯

④2〜3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により電気使用量の

数字の報告（現状の把握）

灯
油



責任部門

責任者

群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

飯野

kg-CO2/万円

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②移動を集約し消費量を削減に努める

③フォークリフト・トラック→メンテナンス 群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

飯野

kg-CO2/万円

①エコドライブの実践（車内に掲示）

②移動を集約し消費量を削減に努める

③フォークリフト・トラック→メンテナンス 群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

飯野

kg-CO2/万円

LPG原単位 ①夏場の湯沸かし器の使用を控える 群馬工場製造管理部　 （左記達成手段全て）

0.0069 ②温度設定を低くする 飯野

kg-CO2/万円

灯油原単位 ①灯油ストーブとエアコンの平行使用 （左記達成手段全て）

0 群馬工場製造管理部　

kg-CO2/万円 飯野

群馬工場製造管理部

4.5995 飯野

（kg-CO2/万円）

群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

1,304 飯野

Kg

廃棄物排出量 群馬工場製造管理部　 （左記達成手段全て）

4,898 飯野

Kg

水使用量 群馬工場製造管理部　 （左記達成手段全て）

93.1 飯野

㎥

群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

飯野

不良率

0.304 本社大和工場総合管理部 （左記達成手段全て）

％以下 蓬生
M社の不良率の削減

①丁寧なつぶし込み

②出口検査の根本的改善

③予防措置の投資

化学物質の適正管理
化学物質の
適正管理

①ケミーライトは購入しない

※二酸化炭素の排出削減は2021年度から原単位を環境経営目標にいたします。

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円）

①廃棄物の分別管理の徹底

1
二酸化炭
素排出量
の削減

8‐2

5

4

0.4722

0.4920化石燃料
使用量
の削減

灯
油

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

廃棄物排出量
①コピ－用紙の裏面の積極的な利用

②資源ごみの分別の徹底

②端材材料分別の徹底
産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

8　次年度の環境経営目標と環境経営計画

2022年度 ８-2．次年度の環境経営目標と環境経営計画（群馬工場）

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

環境経営目
標

目標達成手段
スケジュール

2022年6月～2023年5月

Ｌ
Ｐ
Ｇ

電力使用
量の削減

電力原単位
①2Dレーザー加工機・コンプレッサー→メンテナンス

②フィルターの清掃（1/月）

3.6288
④エアー漏れをなくす

⑤窒素加工用ブ-スタ-の待機時間を削減する

③不要照明の消灯

ガソリン原単
位

ガ
ソ
リ
ン

軽油原単位

軽
油



責任部門

責任者

本社大和工場営業技術部

室宮

群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

飯野

kg-CO2/万円

①エコドライブの実践（車内に掲示） 本社大和工場営業技術部

②2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示によりガソリン 室宮

使用量の数字の報告（現状の把握） 群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

③移動を集約し消費量を削減に努める 飯野

kg-CO2/万円 ④フォークリフト・トラック→メンテナンス

①スケジュール運行（2ヶ月間のスケジュール表を作成） 本社大和工場営業技術部

②エコドライブの実践（車内に掲示） 室宮

③2～3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により軽油 群馬工場製造管理部 （左記達成手段全て）

使用量の数字の報告（現状の把握） 飯野

kg-CO2/万円 ④フォークリフト・トラック→メンテナンス

⑤移動を集約し消費量を削減に努める

LPG原単位 ①湯沸かし器の点検（1F) 本社大和工場営業技術部　室宮 （左記達成手段全て）

0.0066 ②夏場の湯沸かし器の使用を控える 群馬工場製造管理部　飯野

kg-CO2/万円 ③温度設定を低くする

灯油原単位 ①灯油は購入しません(使用しません）　本社大和工場 本社大和工場営業技術部　室宮 （左記達成手段全て）

0.0105 ②灯油ストーブとエアコンの平行使用　群馬工場 群馬工場製造管理部　飯野

kg-CO2/万円

本社大和工場営業技術部

室宮

4.499 群馬工場製造管理部

（kg-CO2） 飯野

本社大和工場営業技術部

室宮 （左記達成手段全て）

1,806 ③コピ－用紙の裏面の積極的な利用 群馬工場製造管理部

Kg 飯野

廃棄物排出量 本社大和工場製造管理部　小山 （左記達成手段全て）

群馬工場製造管理部　飯野

8,128

Kg

水使用量 本社大和工場営業技術部　室宮 （左記達成手段全て）

343.0 群馬工場製造管理部　飯野

㎥

本社大和工場製造管理部　

小山 （左記達成手段全て）

群馬工場製造管理部　

飯野

不良率

0.304 本社大和工場総合管理部 （左記達成手段全て）

％以下 蓬生

⑦フィルターの清掃（1/月）

③不要照明の消灯

0.2713

0.5597

灯
油

⑧窒素加工用ブ-スタ-の待機時間を削減する

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

Ｌ
Ｐ
Ｇ

⑤エアー漏れチェック

⑥2Dレーザー加工機の電源は使用時のみ立ち上げる

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

①シュレッター排紙のリサイクル化の徹底

②廃棄物の分別管理の徹底（再資源化しやすくする。）

④資源ごみの分別の徹底

ガソリン原単
位

軽油原単位

廃棄物排出量

水使用量の削減

M社の不良率の削減

化石燃料
使用量
の削減

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円）

8‐3

④ケミーライトは購入しない

②出口検査の根本的改善

③予防措置の投資

3

①節水の意識を高める

産業廃棄物排
出量の削減（有

価物は除く）

①パイプ・アングル材の寸法カット注文

③端材材料分別の徹底

④板材主要頻度が少ない材料は使用寸法での注文

②廃棄物の分別管理の徹底

環境経営
目標項目

環境経営目
標

目標達成手段

④2〜3ヶ月に一度回覧板若しくは掲示により電気使用量の

数字の報告（現状の把握）

8　次年度の環境経営目標と環境経営計画

2022年度 ８-3．次年度の環境経営目標と環境経営計画（全工場）

4
化学物質の
適正管理

スケジュール

2022年6月～2023年5月

1
二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用
量の削減

電力原単位
①作業時間の短縮（効率的な作業）

②2Dレーザー加工機・コンプレッサー→メンテナンス

3.6511

Ｎｏ
環境経営
方針項目

※二酸化炭素の排出削減は2021年度から原単位を環境経営目標にいたします。

5

①丁寧なつぶし込み

化学物質の適正管理

（消防法に則った保管管理）

③期末に保管量・使用量を把握する

①適正維持の徹底

②新規の購入はしない



９　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 並びに違反,訴訟等の有無

チェック日 結果

当社に関係する環境関連法規等は上記の通りです。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の
訴訟も過去3年間ありません。なお、外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。

大気汚染

9

フロン排出抑制法 2022.9.9 ○

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律（本社工場のみ対象） 2022.9.9 ○

自動車Noｘ・PM法(排ガス抑制法） 2022.9.9 ○

神奈川県生活環境の保全等に関する条例 2022.9.9 ○

群馬県の生活環境を保全する条例 2022.9.9 ○

2022.9.9 ○

振動規制法 2022.9.9 ○

区分 環境関連法規等名称
遵守状況の確認・評価

廃棄物
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）（一般廃棄物の処理） 2022.9.9 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）（産業廃棄物の適正処理） 2022.9.9 ○

水質汚濁 浄化槽法（群馬工場のみ対象） 2022.9.9 ○

資源循環
(リサイクル)

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 2022.9.9 ○

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法） 2022.9.9 ○

使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法） 2022.9.9 ○

騒音・振動

騒音規制法



代表者承認 環境管理責任者

見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）
見直し対象期間

出　席　者

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①～⑥等を踏まえて評価）

【環境経営への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。　
　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

前回の見直し記
録より指示への

取組結果

2020年度までは2017年度を基準として評価していましたが2021年度は2020年度を評価の基準として二酸化炭素排出量
を評価しました。二酸化炭素排出原単位を評価の対象にして二酸化炭素排出量は指標とし、１％を目標に掲げました。
2021年度から灯油使用量を評価対象に追加しました。廃棄物排出量は2017～2020年度平均値を基準として年間通して
一定の数値目標で評価しました。M社の不良率に関しましても廃棄物排出量と同様に2017～2020年度平均値を基準と
して年間通して一定の数値目標で評価しました。

記載日    2022年 7月 28 日

10　代表者による全体の評価と見直し・指示
結果報告書

○
本社大和工場で2022年3月に上水道管からの水漏れが発覚。数値を見ると半年前位から少しずつ漏れていた
ように思われます。2022年2月に64㎥と通常の月の約2倍使用しました。工事完了後の2022年3月には33㎥まで
減少して通常の月と同じ位になりました。数値の変化に気を配る必要があります。

2022年7月27日
2021年　　6月　　1日　～　2022年 　　5月 　　31日

専務（環境管理責任者）・小山課長・飯野課長・関口課長・室宮 場所　本社大和工場・群馬工場→リモート会議

見直しに必要な
情報

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)
②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境経営計画兼実績書による）

③適用範囲、実施体制
④問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）
⑤外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)
⑥その他（法規制の動向や取引先からの「グリーン調達」の情報等）

代表者による
評価

経営的観点

2020年度の二酸化炭素排出原単位（5.167㎏-CO2/万円）に対し2021年度に対して実績二酸化炭素排出
原単位4.545㎏-CO2/万円で12％の削減。売上げは2020年度（40621万円）に対して2021年度（48201万
円）は約18％の増加となり、二酸化炭素排出量は4％増加していますが、売上げが増えたので効率面から
評価しますと良い結果と判断しますので、システムは有効に機能しています。

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・経営計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題
点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

二酸化炭素排出の削減 ○ ○
2020年度の二酸化炭素排出原単位（5.167㎏-CO2/万円）に対し2021年度に対して実績二酸化炭素排出原単
位4.545㎏-CO2/万円で12％の削減。売上げは2020年度（40621万円）に対して2021年度（48201万円）は約
18％の増加となり、二酸化炭素排出量は4％増加していますが、売上げが増えたので効率面から評価しますと
良い結果と判断します。次年度（2022年度）の方向性は2021年度をベースに更に効率を高めます。

廃棄物排出量の削減 × ○
産業廃棄物排出量が2020年度の5トンから12.5トンと大幅に増加。2018～2020年度
の平均から約倍近い増加。3R（Reduce，Reuse，Recycle)の取組みが必要で、とりわ
け取組みやすい「木くず」から廃棄物量を減少させていく方向です。

水使用量の削減 ×

10

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

【環境経営方針】 変更の必要性　：　■有　　□無　

企業理念の「QCDの優位性」を『生産性・品質・原価・納期・安全・士気・環境の優位性』に変更

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性　：　■有　　□無　

本社大和工場は2023年度は灯油は使用しませんので二酸化炭素排出原単位の評価はいたしません。

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無　

現在の実施体制を維持します。

【環境経営システム】 変更の必要性　：　□有　　■無　

現在の環境経営システムを維持する。

【総　　括】　(環境活動レポートに転記)

2021年8月に神奈川県の省エネルギー診断を受診し、2023年度以降に中小規模事業者等省エネルギー
設備導入支援助成金を受け、ソーラーパネルを導入しようという活動が始まりました。ただ単に省エネル
ギーを考えた活動ではなく、事業継続管理(BCM)、事業継続計画（ＢＣＰ)の一環です。更に、2022年3月か
らSDGsをはじめました。17ターゲットのうち、環境関連のゴールを含めた10のゴールを社内で選定し持続
可能な企業を目指して発展して行きます。

化学物質使用量の削減 × ○
今年度も本社大和工場はリサイクル洗浄シンナーは購入しない予定でしたが業務の
効率面を考え購入しました。使用はどうしても必要な最小限(1.8㎏）に抑えました。

M社の不良率の削減 ○ ○
2021年度の不良率0.53％から2022年度は0.31％と0.22％の減少。納品個数は2021
年度の10624個から2022年度は13759個と約30％多くなりましたが不良率・不良件数
は減少。



11.サステナブルＣＳＲ活動
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